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研究成果の概要（和文）：本新学術領域の研究目的は、神経機能を制御する「糖鎖機能ドメイン」から受容体、下流の
分子動態、統合的な神経機能に至る制御機能の解明である。さらに、糖鎖研究と神経研究の融合・連携により、「神経
糖鎖生物学」という新たな学問領域の創生を目指すことを目的とした。
我々は、糖鎖研究・神経科学両分野から参集した多彩な研究者間で有機的・相互補完的な連携が進むように活動を行っ
てきた。1．融合研究進展の状況、2．国際化の推進、3．若手研究者育成の評価、4.アウトリーチ活動などの観点から
総合的に評価すると、この我々の活動は、新しい学術の創生を大きく前進させたといえる。

研究成果の概要（英文）：This “innovative area” program was aimed at elucidating regulatory mechanisms 
of the cascade which consists of functional domains in glycans, receptors, downstream molecular events, 
and integrative neural functions. Furthermore, we aimed to develop a new research area 
“glyco-neuroscience” through integration and collaboration between glycobiology and neurobiology.
We promoted tight and complementary collaborations within a variety of scientists from glycobiology and 
neurobiology. Based on (1) research collaboration (2) international activities (3) promotion of young 
scientists and (4) outreach activities, we could conclude that our activities promoted and contributed to 
the establishment of a new research area “glyco-neuroscience”.

研究分野： 神経糖鎖生物学
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１．研究開始当初の背景 
ポストゲノム時代を迎え、核酸、タンパク

質と並ぶ第三の生命鎖として糖鎖が生命活
動を制御することが分かってきた。しかし、
その機構のほとんどがブラックボックスと
なっている現状がある。これまで日本は世界
の糖鎖研究を牽引し、非常に複雑な構造やそ
の生合成機構の解明がほぼ完了した。糖鎖生
物学は今、生命科学への大展開の時代を迎え
ている。私たちは糖鎖による生命活動の制御
機構を解くのに、糖鎖機能ドメインの概念が
使えるというヒントを得た。糖鎖機能ドメイ
ンは微細な構造の違いで明確に区別される。
それを機能に反映できる生命現象を見出せ
たのは、神経であった。多様な細胞間認識や
可塑性などを特徴とする神経系の複雑性と
正確性は、糖鎖の持つ構造的多様性と対応し
て制御される可能性が示されつつある。以上
から、神経の生命現象に絞り込んだ融合研究
こそが、糖鎖による生命活動の制御機構解明
の突破口になると考えた。 
 これまでに個別の研究者による散発的な
共同研究はあったものの、複数の糖鎖科学研
究者と神経科学研究者とが多重的・多層的に
タッグを組んで行う共同研究は世界的にみ
ても存在しなかった。総括班が中心となって
共同研究を促進し、さらに共通プラットフォ
ーム上での議論を促進させることにより、両
分野のトップ研究者を中心として神経糖鎖
生物学を創成し、世界に向かって発信して行
く。そのために糖鎖と神経からほぼ同数の先
進の研究者を配し、両者の融合研究を丁寧に
支える様々な仕組みを工夫した。 
 
２．研究の目的 
本新学術領域「統合的神経機能の制御を標

的とした糖鎖の作動原理解明」の研究目的は、
神経機能を制御する「糖鎖機能ドメイン」か
ら受容体、下流の分子動態、統合的な神経機
能に至る制御機能の解明である。さらには、
糖鎖研究と神経研究の融合・連携により、「神
経糖鎖生物学」という新たな学問領域の創生
を目指すことを目的とした。 
  具体的には、次の２つを「研究の対象」
としてあげてきた。 
（1）異なる学問分野の研究者が連携して

行う共同研究等の推進により、当該研究領域
の発展を目指すもの。 
（2）当該領域の研究の発展が他の研究領

域の研究の発展に大きな波及効果をもたら
すもの。 
 
３．研究の方法 
以下の４つを柱とした活動を行う。 
（1）連携：私たちの取り組みで最も重要

なのは領域内での融合研究である。その促進
のために、共同研究事例の状況を定期的に把
握し、評価し、多重的・多層的共同研究を推
進する。これを支えるために、領域内外の技
術・リソースのまとめ、データベース活用の

ためのまとめを行い、提供する。連絡会、研
究発表会、若手の会を通して、領域内の会話
を促進する。さらに、国際シンポジウム、若
手優秀研究者の海外派遣などにより、会話を
海外に広げる。 
（2）研究支援活動：領域推進に必要な技

術について滞在型の講習会ならびに個別指
導を行う。さらに、動物・細胞・化合物など
のリソースの登録、供給を行う。 
（3） 若手の会：20 代 30 代の若手研究者

を中心に自主的交流を主眼とする若手の会
を設置する。自主的運営を任せ、総括班は物
心両面でそれを支援する。この領域の将来を
担う人材の発掘と育成の意図もここにはあ
り、したがって総括班に属するシニアメンバ
ーとの会話はとても大事であると考えてい
る。若手の会は研究の交流に主眼を置くが、
これに留まらず、研究の独自性、キャリアパ
ス、国際化などをキーワードに領域内連携、
研究発表会、人材育成などについて積極的な
提言を行い、総括班はそれを反映させる。 
（4） 広報：ホームページやニュースレタ

ーを用いて研究成果を分かりやすく発信す
る。さらに、ニュースレターで、領域内の研
究者の研究に資する文献や海外の会議レポ
ートをコンスタントに提供する。 
 
４．研究成果 
我々は、融合研究の促進と確立、他領域へ

の波及効果を意図した活動の促進を目指し
た。融合研究の促進と確立のためには（1）
学術連携（2）技術支援（3）若手育成の 3 つ
の柱が必要だと考えた。一方、他領域への波
及効果を意図した活動の促進のためには 
(4) 研究活動・成果の広報 (5) 領域主催の
シンポジウム・会議が重要である。そして、
このすべてに関わる最も重要な事項は上質
な研究成果を生み出す融合研究である。以下
にこれまでの実績と進捗状況を述べる。 
（1）連携：融合研究の促進のために、総

括班で心がけたのは異分野の研究者が議論
できるプラットフォーム形成であった。その
ために共同研究事例の状況を把握し、評価し、
また、推奨に努めてきた。それを後押しする
ための日常業務として、領域内外の技術・リ
ソースのまとめ、データベース活用のための
まとめを行い、提供してきた。班会議と若手
の会を通して、領域内の会話を促進した。そ
の結果、この領域開始以降の共同研究は飛躍
的に増え、総括班の活動は実を結んでいると
確信している。融合研究を概括すると、神経
の現象・機能を横糸に糖鎖を縦糸にして連携
はまさに多重的多層的に進化してきた。こう
した融合研究はこれまでのコンセプトを書
きかえるような重要な研究成果をもたらし
ている。一方で、融合研究の加速化に伴う研
究支援活動のキャパシティーオーバーが生
じていた。そこで、総括班が、多くの班員に
対して信頼できる研究者を紹介して共同研
究を進めるなどの取り組みを始めた。また、



本領域の特徴ある活動として、融合研究の延
長として領域主催の研究会を行ってきた。軸
索再生クラブと糖鎖新技術クラブである。こ
れから領域内のユニークなプラットフォー
ムとして融合研究推進に貢献した。 
（2）研究支援活動：領域推進に必要な技

術について先進技術、基盤技術を問わず講習
会ならびに個別指導を行ってきた。さらに、
班会議やホームページなどをとおして、動
物・細胞・化合物などのリソースの登録と情
報の提供を行ってきた。その結果、中間の時
点でも技術習得 35 件、講習会 19 件、解析
支援 71 件、リソース提供 102 件におよぶ実
績となった。 
（3）若手の会：20 代 30 代の若手研究者

を中心に自主的交流を主眼とする若手の会
を設置した。30 代の若手ながら PI として計
画班を持つ戸島（A01 計画）をトップに、大
篭（門松班）、松田（柚崎班）、竹松（岡班）、
三上（北川班）の有能な若手研究者をコアメ
ンバーとし、班会議でのテーブルディスカッ
ションなどを運営し、その結果を班会議で発
表し領域運営に反映させてきた。これにより
若手研究者には顔見知りを超えて同志の感
覚が備わり、研究技術や戦略について情報を
交換するだけでなく、共同研究の種も作って
きた。班会議ではディスカッションの枠を十
分に取り、議論を活性化させることにより、
今では若手からの発言がシニアを凌駕する
までになった。また、上述の研究支援に加え
て、国内外学会・シンポジウム参加、領域・
班員による外国人研究者招へいは若手育成
に大いに役立った。国内外のシンポジウムは
後述するように多数にわたる。幸い、人材育
成については、『神経糖鎖生物学』の活動で
数多くの若手のプロモーション（名古屋大学
教授、岡山大学教授、横浜市大教授、愛知医
科大学教授、名城大学教授、電気通信大学准
教授、九州大学助教、名古屋大学助教など多
数）が叶った。 
（4）広報：領域のホームページでは領域

のイベントやリソース、成果等に、人材募集
なども加え、さらにメールマガジン登録によ
り能動的に情報を提供するシステムも構築
してきた（http://shinkei-tosa.net/）。ま
た、ニュースレターを発行し、年間を通した
活動と成果をまとめてきた。またアウトリー
チ活動を盛んにおこない、中間の時点で計 8 
件、受講者の延べ人数：975 名に達している。
領域が取り組んだ国内外のシンポジウムは
「研究成果の発表状況」の項に述べるように
多数にわたり、若手の参加はむろんのこと、
時には若手自ら主催したものを含め、領域の
プラットフォーム形成に寄与してきた。 
他領域への波及効果、領域内連携の 2つの

意味で、シンポジウム・国際活動および国際
出版には特に力を入れた。その成果を下記に
示す。なかでも 4th Annual Conference of 
COST Action ECMNET（アンタルヤ、トルコ）
「Brain Extracellular Matrix in Health and 

Disease」2014 年と、Joint Meeting of the 
Society for Glycobiology and the Japanese 
Society of Carbohydrate Research 
Satellite Symposium II（ハワイ）「Glycans 
in Neuroscience」2014年の２つについては、
我々の活動が国際的に認められた証拠の一
つとしてこれらのイベントの意味は大きい。
また、門松健治、北川裕之はそれぞれ、軸索
再生、神経可塑性に関して ２018 年 11 月の
米国神経科学会（SfN）シンポジウム２つを
提案し両方とも採択された。これも、我々の
活動が国際的に浸透して証左として挙げる
こ と が で き る 。 同 様 に Experimental 
Neurology の special issue として我々の領
域 名 を 冠 し た “Deciphering sugar 
chain-based signals regulating 
integrative neural functions”（2015 年）
刊行することができた。 
(5)【シンポジウム・国際活動】 
国際シンポジウム： 日蘭ジョイントセミ

ナー（名古屋）「Proteoglycans and neuronal 
network reconstruction」2011 年 10 月 9 日
～10 日。 7th international conference on 
proteoglycans（シドニー）「Proteoglycans 
and neuronal network reconstruction」2011
年 10 月 16 日～20 日。 第 35 回日本神経科
学大会（名古屋）「糖鎖による神経可塑性の
制御—糖鎖科学と神経科学の融合に向けて」
2012 年 9月 18 日～21 日。 第 2回軸索再生
会議（京都） 2012 年 11月 17日～18日。 8th 
International Conference on Proteoglycans
（フランクフルト）2013年8月25日～29日。 
第 1回本領域国際シンポジウム（淡路）2014
年 1月 9日～11 日。 4th Annual Conference 
of COST Action ECMNET（アンタルヤ、トル
コ）「Brain Extracellular Matrix in Health 
and Disease」2014 年 9月 29 日～10 月 3日。 
Joint Meeting of the Society for 
Glycobiology and the Japanese Society of 
Carbohydrate Research  Satellite 
Symposium II （ ハ ワ イ ）「 Glycans in 
Neuroscience」2014 年 11 月 16 日。 第 38
回日本神経科学大会（神戸）2015 年 7 月 28
日～31 日。 第 2回本領域国際シンポジウム
（淡路）2016 年 1月 14 日～16 日。 
国内シンポジウム： 第 13 回糖質科学コ

ンソーシアムシンポジウム「グライコサイエ
ンスの統合的理解と疾患の解明をめざす先
端的・国際研究拠点の形成に向けて 次世代
生命科学における糖鎖研究」 2015 年 10 月
19 日（月）～ 20 日（火）（予定）、第 88 回
日本生化学会 2015 年 12 月 1 日（火）～4
日（金）（予定）など（2011 年 2回、2012 年
1 回、2013 年 2 回、2014 年 4 回、2015 年 2
回） 
領域班会議： 各年 2 回（2011 年～2015

年） 
【国際出版】 

Glycoscience: Biology and Medicine 
(Taniguchi, N., Endo, T., Hart, G.W., 



Seeberger, P.H., Wong, C-H.) Springer 2015
年. 1569(505-510) 
“Deciphering sugar chain-based signals 
regulating integrative neural functions” 
Experimental Neurology (special issue) 
2015 年. 
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